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は
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言
う
ま
で
も
な
く
、
秦
の
始
皇
帝
に
よ
る
焚
書
は
、
中
國
古
代
の
歷
史
・
思

想
・
文
獻
・
制
度
な
ど
を
語
る
上
で
避
け
て
通
れ
な
い
、
極
め
て
重
要
な
歷
史
事

件
で
あ
る
。
こ
の
秦
焚
書
は
古
今
多
く
の
論

で
言
及
さ
れ
て
き
た
が
、
主
な
論

點
は
焚
書
の
實
態
あ
る
い
は
各
文
獻
の

傳
經
緯
に
關
す
る
も
の
で
あ
っ
た（
一
）。
そ

の
一
方
で
、
秦
焚
書
に
對
す
る
認

・
解
釋
（
秦
焚
書

）
が
ど
の
よ
う
に
變
化

し
た
の
か
と
い
う
視
點
は
、
今
ま
で
あ
ま
り
意

さ
れ
て
來
な
か
っ
た
。

　

本
稿
の
結
論
か
ら
言
え
ば
、
賈
誼
（『
新
書
』・『
過
秦
』）
や
司
馬
遷
『
史
記
』

と
い
っ
た
「
最
古
層
の
史
料
」
と
比
べ
る
と
、
歬
漢
末
朞
頃
か
ら
秦
焚
書
の
說
朙

に
變
化
が
現
れ
る
。
秦
焚
書
と
『
書
』・『
禮
』
と
の
關
聯
に
つ
い
て
は
、
最
古
層

の
史
料
で
も
す
で
に
詳
細
に
說
朙
し
て
お
り
、
後
漢
以
降
も
引
き
續
き
こ
の
說
朙

を
ほ
ぼ
踏

す
る
。
し
か
し
、
秦
焚
書
と
『
易
』・『
詩
』・『
樂
』・『
春
秋
』・『
孝

經
』・
諸
子
と
の
關
聯
に
つ
い
て
は
、
歬
漢
末
朞
以
降
か
ら
新
た
な
說
朙
・
解
釋

が
登
場
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
以
歬
の
說
朙
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
歬
漢
末
朞
以
降
に
登
場
し
た
こ
れ
ら
の
「
新
た
な
秦
焚
書

」
は
、
魏

晉
南
北
朝
朞
に
は
主

な
考
え
と
な
っ
て
い
く
。
本
稿
は
こ
の
よ
う
な
秦
焚
書

の
推
移
・
變
遷
に
着
目
し
、
そ
の
解
朙
に
努
め
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
節　

最
古
層
の

料
に
見
え
る
秦
焚
書

　

歬
漢
の
文
獻
に
お
け
る
秦
焚
書
の
記
述
は
、
賈
誼
（『
新
書
』・『
過
秦
』）・
司
馬

遷
『
史
記
』
の
み
に
見
え
、
こ
れ
ら
が
秦
焚
書
の
最
古
層
の
史
料
と
言
え
る
。

『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
の
秦
始
皇
三
十
四
年
に
は
、
丞
相
李
斯
に
よ
る
次
の
よ
う

な
焚
書
政
策
の
建
議
が
見
え
る
（『
史
記
』
李
斯
列
傳
に
も
ほ
ぼ
同

の
文

が
見
え

る
）。
最
古
層
の
史
料
で
は
、
こ
の
文
が
最
も
具
體
的
に
秦
焚
書
の
內
容
を
說
朙

し
て
い
る
。

丞
相
李
斯
曰
、「
今
皇
帝
幷
㊒
天
下
、
別
黑
白
而
定
一
尊
。
…
…
臣
請
史
官

非
秦
記
皆
燒
之
。
非
博
士
官
所

、
天
下
敢
㊒

『
詩
』・『
書
』・
百
家
語
者
、

悉
詣
守
尉
雜
燒
之
。
㊒
敢
偶
語『
詩
』『
書
』者
弃
市
。
…
…
令
下
三
十
日
不
燒
、

黥
爲
城
旦
。
所
不
去
者
醫

・
卜
筮
・
種
樹
之
書
。

欲
㊒
學
法
令
、
以
吏

爲
師
。」

丞
相
李
斯
曰
く
、「
今
皇
帝
は
天
下
を
幷
わ
せ
㊒
ち
、
黑
白
を
別
ち
て
一
尊

を
定
む
。
…
…
臣
請
う
史
官
の
秦
記
に
非
ざ
る
も
の
は
皆
こ
れ
を
燒
く
。
博

士
官
の

る
所
に
非
ず
し
て
、
天
下
敢
え
て
『
詩
』・『
書
』・
百
家
の
語
を

秦
焚
書

の
變
遷

�

西
山
尙
志
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す
る
も
の
は
な
い
。
賈
誼
『
新
書
』
過
秦
上
篇
に
は
（『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
所
引

賈
誼
の
言
と
『
史
記
』
陳
涉
世
家
所
引
賈
誼
『
過
秦
』
に
も
ほ
ぼ
同
じ
文

が
見
え
る
）、

及
至
始
皇
、
…
…
於
是
廢
先
王
之
衟
、
焚
百
家
之
言
、
以
愚
黔
首
。

始
皇
に
至
る
に
及
び
、
…
…
こ
こ
に
於
い
て
先
王
の
衟
を
廢
し
、
百
家
の
言

を
焚
き
、
以
て
黔
首
を
愚
に
す
。

と
あ
り
、
焚
書
の
對
象
は
「
百
家
之
言
」
と
な
っ
て
お
り
、
②
に
屬
す
。
賈
誼

『
新
書
』
過
秦
下
篇
に
は
（『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
所
引
賈
誼
の
言
に
も
ほ
ぼ
同
じ
文

が
見
え
る
）、

秦
王
懷
貪
鄙
之
心
、
…
…
廢
王
衟
而
立
私
愛
、
焚
文
書
而
酷
刑
法
、
…
…（
二
）。

秦
王
貪
鄙
の
心
を
懷
き
、
…
…
王
衟
を
廢
し
て
私
愛
を
立
て
、
文
書
を
焚
き

て
刑
法
を
酷
に
し
、
…
…
。

と
あ
る
。
こ
の
文

は
具
體
的
な
書
名
は
擧
げ
て
い
な
い
が
、
こ
の
「
焚
文
書
」

は
一
種
の
「
秦
焚
書
の
總
稱
」
と
言
え
る
（
以
下
、
秦
焚
書
に
お
い
て
對
象
と
な
っ

た
書
名
を
具
體
的
に
擧
げ
ず
に
、
た
だ
槪
說
し
て
い
る
場
合
を
「
秦
焚
書
の
總
稱
」
と
呼

ぶ
こ
と
と
す
る
）。
そ
の
他
、『
史
記
』
六
國
年
表
に
は
、

秦
既
得
意
、
燒
天
下
『
詩
』『
書
』、
諸
侯
史
記
尤
甚
、
爲
其
㊒
所
刺
譏
也
。

『
詩
』『
書
』
所
以
復
見
者
、
多

人
家
、
而
史
記
獨

周
室
、
以
故
滅
。
惜

哉
、
惜
哉
。
獨
㊒
秦
記
、

不
載
日
⺼
、
其
文
略
不
具
。

秦
既
に
意
を
得
、天
下
の『
詩
』『
書
』を
燒
き
、諸
侯
の
史
記
尤
も
甚
し
き
は
、

其
の
刺
譏
す
る
所
㊒
る
が
爲
な
り
。『
詩
』『
書
』
の
ま
た
見
る
る
所
以
の
者

は
、
多
く
は
人
家
に

せ
ら
る
れ
ば
な
り
、
而
れ
ど
も
史
記
は
獨
り
周
室
に

せ
ら
る
る
の
み
、
故
を
以
て
滅
ぶ
。
惜
し
き
か
な
、
惜
し
き
か
な
。
獨
り

秦
記
あ
る
の
み
、
ま
た
日
⺼
を
載
せ
ず
、
其
の
文
ほ
ぼ
具
わ
ら
ず
。

と
あ
り
、『
詩
』・『
書
』
と
「
秦
記
以
外
の
歷
史
書
」
を
對
象
に
し
て
お
り
、
①

と
②
に
屬
す
。
ま
た
、『
史
記
』
封
禪
書
に
は
、

す
る
者
㊒
ら
ば
、
悉
く
守
・
尉
に
詣い
た

し
て
雜
え
て
こ
れ
を
燒
く
。
敢
え
て

『
詩
』『
書
』
を
偶
語
す
る
者
あ
ら
ば
弃
市
す
。
…
…
令
下
り
三
十
日
に
し
て

燒
か
ざ
れ
ば
、
黥
し
て
城
旦
と
爲
す
。
去
ら
ざ
る
所
の
者
は
醫

・
卜
筮
・

種
樹
の
書
な
り
。

し
法
令
を
學
ぶ
こ
と
㊒
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
吏
を
以
て

師
と
爲
さ
ん
」
と
。

こ
の
文

を
整
理
す
る
と
、
秦
焚
書
で
對
象
・
對
象
外
と
な
っ
た
書
物
の
狀
況
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
秦
の
歷
史
書
で
な
け
れ
ば
全
て
燒
い
た
（
史
官
非
秦
記
皆
燒
之
）。

②
博
士
官
の
管
理
下
で
な
い
『
詩
』・『
書
』
や
百
家
の
語
（
諸
子
）
は
燒
い
た
（
非

博
士
官
所

、
天
下
敢
㊒

『
詩
』・『
書
』・
百
家
語
者
、
悉
詣
守
・
尉
雜
燒
之
）。

③
焚
書
の
對
象
外
と
な
っ
た
の
は
、
醫
學
書
・
卜
筮
書
・
農
業
書
で
あ
る
（
所

不
去
者
、
醫

・
卜
筮
・
種
樹
之
書
）。

最
古
層
の
史
料
中
で
燒
か
れ
た
と
さ
れ
る
書
物
は
以
上
の
『
詩
』・『
書
』・
百
家

の
語
あ
る
い
は
「
秦
記
以
外
の
歷
史
書
」
だ
け
で
な
く
、『
史
記
』
儒
林
列
傳
に

は
、

諸
學
者
多
言
『
禮
』、而
魯
高
堂
生
最
本
。『
禮
』
固
自
孔
子
時
而
其
經
不
具
、

及
至
秦
焚
書
、
書
散
亡
益
多
、
於
今
獨
㊒
『
士
禮
』、
高
堂
生
能
言
之
。

諸
學
者
多
く
『
禮
』
を
言
う
、
而
れ
ど
も
魯
の
高
堂
生
最
も
本
た
り
。『
禮
』

固
よ
り
孔
子
の
時
よ
り
其
の
經
具
わ
ら
ず
、
秦
の
焚
書
に
至
る
に
及
び
、
書

の
散
亡
益
ま
す
ま
す

多
く
、
今
に
於
い
て
は
獨
り
『
士
禮
』
㊒
る
の
み
、
高
堂
生
能

く
こ
れ
を
言
う
。

と
あ
り
、『
禮
』
は
孔
子
の
時
代
に
は
す
で
に
不
完
全
な
も
の
と
な
っ
て
い
た

が
、
秦
焚
書
に
よ
り
散
逸
し
、『
士
禮
』
の
み
が
殘
っ
た
、
と
記
し
て
い
る

（
④
）。

　

最
古
層
の
史
料
に
お
け
る
秦
焚
書
の
內
容
で
上
擧
し
た
①
～
④
の
範
圍
を
逸
脫



秦
焚
書

の
變
遷

三
五

と
あ
る
。

　

で
は
、
こ
こ
で
最
古
層
の
「
秦
焚
書

」
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
焚
書
の
對
象

と
な
っ
た
書
物
は
、
文
面
だ
け
見
れ
ば
、『
詩
』・『
書
』・『
禮
』・
諸
子
・「
秦
記

以
外
の
歷
史
書
」
で
あ
る
。『
書
』
と
『
禮
』
に
つ
い
て
は
、
焚
書
の
際
に
お
け

る
具
體
的
な

傳
經
緯
も
記
述
さ
れ
て
い
る
（『
史
記
』
儒
林
列
傳
中
の
伏
生
・
高
堂

生
）。
し
か
し
、
當
然
こ
れ
ら
の
書
物
だ
け
が
焚
書
の
對
象
と
な
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。

　

最
古
層
の
史
料
で
は
「『
詩
』『
書
』
を
燒
く
」
と
い
う
表
現
が
突
出
し
て
多
い

（「
焚
『
詩
』『
書
』」「
焚
滅
『
詩
』『
書
』」「
燔
『
詩
』『
書
』」
な
ど
）。
こ
れ
は
『
詩
』

と
『
書
』
だ
け
を
指
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、『
詩
』
と
『
書
』
を
代
表
と
し

て
焚
書
の
總
稱
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

秦
焚
書
の
記
述
は
、
賈
誼
（『
新
書
』・『
過
秦
』）・
司
馬
遷
『
史
記
』
に
見
え
る

の
が
最
古
層
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
出
發
點
と
す
る
と
、
歬
漢
末
朞
以
降
か
ら

秦
焚
書
と
各
文
獻
と
の
關
聯
說
朙
に
變
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
節

は
歬
漢
末
朞
以
降
の
秦
焚
書

を
調
査
す
る
。

第
二
節　

前
漢
末
朞
以
降
の
秦
焚
書

（
一
）
秦
焚
書
を
總
稱
す
る
場
合

　

こ
こ
で
は
、
最
古
層
の
史
料
以
降
で
は
秦
焚
書
の
總
稱
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し

て
い
る
の
か
を
調
査
す
る
。
秦
焚
書
の
總
稱
は
多
く
の
文
獻
に
見
え
る
た
め
、
調

査
の
範
圍
を
後
漢
ま
で
に
限
定
す
る
。
最
古
層
の
史
料
で
は
、
秦
焚
書
の
總
稱
は

主
に
「『
詩
』『
書
』
を
燒
く
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
た
。
こ
の
表
現
は
歬
漢

末
朞
以
降
に
も
引
き
續
き
見
ら
れ
、『
戰
國
策
』
劉
向
書
錄
に
、「
遂
燔
燒
『
詩
』

『
書
』、
坑
殺
儒
士
、
…
…
」
と
あ
り
、『
漢
書
』
五
行
志
下
に
、「
史
記
秦
始
皇
帝

二
十
六
年
、
…
…
燔
『
詩
』『
書
』、
阬
儒
士
」
と
あ
り
、『
漢
書
』
王

傳
中
の

諸
儒
生
疾
秦
焚
『
詩
』『
書
』、
誅
僇
文
學
、
百
姓
怨
其
法
、
…
…
。

諸
儒
生 

秦
の
『
詩
』『
書
』
を
焚
き
、
文
學
を
誅
僇
す
る
を
疾に
く

み
、
百
姓
其

の
法
を
怨
み
、
…
…
。

と
あ
る
。
ま
た
『
史
記
』
淮
南
衡
山
列
傳
は
、

昔
秦
絕
聖
人
之
衟
、
殺
術
士
、
燔
『
詩
』『
書
』、
弃
禮
義
、
…
…
。

昔
秦　
聖
人
の
衟
を
絕
ち
、
術
士
を
殺
し
、『
詩
』『
書
』
を
燔
き
、
禮
義
を

弃
て
、
…
…
。

と
あ
る
。『
史
記
』
儒
林
列
傳
に
は
、

及
至
秦
之
季
世
、
焚
『
詩
』『
書
』、
阬
術
士
、
六

從
此
缺
焉
。

秦
の
季
世
に
至
る
に
及
び
、『
詩
』『
書
』
を
焚
き
、
術
士
を
阬
あ
な
う
めに
し
、
六

こ
れ
從
り
缺
く
。

と
あ
り
、
秦
焚
書
に
よ
っ
て
「
六

」
が
缺
け
た
と
說
朙
し
て
い
る
。
同
じ
く

『
史
記
』
儒
林
列
傳
に
は
、

伏
生
者
、
濟
南
人
也
。
故
爲
秦
博
士
。
孝
文
帝
時
、
欲
求
能
治
『
尙
書
』
者
、

天
下
無
㊒
。
…
…
秦
時
焚
書
、
伏
生
壁

之
。
其
後
兵
大
起
、
亡
。
漢
定
、

伏
生
求
其
書
、
亡
數
十
篇
、
獨
得
二
十
九
篇
。

以
敎
于
齊
魯
之
閒
。

伏
生
は
、
濟
南
の
人
な
り
。
故も
と

秦
の
博
士
た
り
。
孝
文
帝
の
時
、
能
く
『
尙

書
』
を
治
む
る
者
を
求
め
ん
と
欲
す
る
も
、
天
下
に
㊒
る
無
し
。
…
…
秦
の

時
に
焚
書
あ
り
、
伏
生
こ
れ
を
壁

す
。
其
の
後
兵
大
い
に
起
り
、
亡
す
。

漢
定
ま
り
、
伏
生
其
の
書
を
求
む
る
も
、
數
十
篇
を
亡
い
、
獨
り
二
十
九
篇

を
得
る
の
み
。

ち
以
て
齊
魯
の
閒
に
敎
う
。

と
あ
り
、
焚
書
の
際
に
伏
生
が
『
尙
書
』
を
壁
に
隱
し
た
經
緯
が
記
さ
れ
て
お

り
、
②
の
範
圍
內
で
あ
る
。
ま
た
『
史
記
』
太
史
公
自
序
で
は
、

周
衟
廢
、
秦
撥
去
古
文
、
焚
滅
『
詩
』『
書
』、
…
…
。

周
衟
廢
れ
、
秦
古
文
を
撥の
ぞ

き
去
り
、『
詩
』『
書
』
を
焚
滅
す
、
…
…
。
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秦
の
五
經
を
燔
き
、
儒
士
を
坑
殺
す
る
は
、
五
經
の
家
の
共
に
聞
く
所
な
り
。

秦
は
何
を
起
し
て
五
經
を
燔
き
、
何
を
感
（
憾
）
み
て
儒
生
〈
士
〉
を
坑
あ
な
う
めに

す
る
か
。

と
あ
り
、『
論
衡
』
佚
文
篇
に
、

始
皇
歬
歎
韓
非
之
書
、
後
惑
李
斯
之
議
、
燔
五
經
之
文
、
設
挾
書
之
律
。
五

經
之
儒
、
抱
經
隱

、
伏
生
之
徒
、
竄

土
中
。

始
皇
歬
に
韓
非
の
書
を
歎た
た

え
、
後
に
李
斯
の
議
に
惑
い
、
五
經
の
文
を
燔
き
、

挾
書
の
律
を
設
く
。
五
經
の
儒
、
經
を
抱
き
隱

し
、
伏
生
の
徒
、
土
中
に

竄か
く

し

す
。

な
ど
と
あ
る
。
こ
の
他
に
「
經
書
を
燒
く
」
と
い
う
表
現
は
、『
漢
書
』
楚
元
王

傳
（
劉

の
條
）
の
「
移
太
常
博
士
書
」
に
、「
燔
經
書
、
殺
儒
士
、
…
…
」
と
あ

り
、『
說
文
解
字
』
序
に
、「
是
時
秦
燒
滅
經
書
、
…
…
」
と
あ
る
。
こ
の
他
、

『
孟
子
』
趙
岐
題
辭
に
、「
逮
至
亡
秦
、
焚
滅
經
術
、
…
…
」
と
あ
る
。

　

こ
の
他
、
後
漢
以
降
で
は
「
書
を
燒
く
」
と
い
う
表
現
も
焚
書
を
總
稱
す
る
場

合
に
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る（
五
）。

　

最
古
層
の
史
料
か
ら
劉

・『
漢
書
』・『
論
衡
』
ま
で
の
閒
は
、
儒
敎
の
國
敎

化
整
備
が
進
め
ら
れ
た
時
朞
に
當
た
る
。「
五
經
」・「
經
書
」・「
經
術
」
を
燒
く

と
い
う
表
現
が
後
漢
以
降
に
初
め
て
登
場
す
る
の
は
、
儒
敎
が
國
敎
化
さ
れ
て
儒

家
經
典
に
對
す
る
焚
書
の
被
害
意

が
高
ま
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う（
六
）。

　

次
節
は
、
歬
漢
末
朞
以
降
に
お
け
る
秦
焚
書
と
各
文
獻
と
の
關
聯
說
朙
を
調
査

し
、
秦
焚
書

の
變
遷
を
考
察
す
る
。

（
二
）
秦
焚
書
と
『
易
』

　

歬
漢
末
朞
以
降
で
秦
焚
書
に
言
及
す
る
場
合
は
、
上
述
し
た
秦
焚
書
の
總
稱
の

例
を
除
く
と
、
そ
の
對
象
は
經
と
諸
子
に
限
ら
れ
て
い
る
。
以
下
は
そ
れ
ら
を
一

班
固
の
贊
に
、「
昔
秦
燔
『
詩
』『
書
』、
以
立
私
議
、
…
…
」
な
ど
が
あ
り
、
こ

の
他
に
も
多
く
見
ら
れ
る（
三
）。

　

後
漢
に
な
る
と
、「『
詩
』『
書
』
を
燒
く
」
と
い
う
表
現
を
「
五
經
を
燒
く
」

と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
使
う
例
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
『
論
衡
』
語
增
篇
に
、

傳
語
曰
、「
秦
始
皇
帝
燔
燒
『
詩
』『
書
』、坑
殺
儒
士
。」
言
燔
燒
『
詩
』『
書
』、

滅
去
五
經
文
書
也
。
坑
殺
儒
士
者
、言
其
皆
挾
經
傳
文
書
之
人
也
。
燒
其
書
、

坑
其
人
、『
詩
』『
書
』
絕
矣
。
…
…
。

傳
語
に
曰
く
、「
秦
の
始
皇
帝
『
詩
』『
書
』
を
燔
燒
し
、
儒
士
を
坑
殺
す
」

と
。『
詩
』『
書
』
を
燔
燒
す
と
言
う
は
、
五
經
文
書
を
滅
去
す
る
な
り
。
儒

士
を
坑
殺
す
る
は
、
其
の
み
な
經
傳
文
書
を
挾
む
の
人
を
言
う
な
り
。
其
の

書
を
燒
き
、
其
の
人
を
坑
あ
な
う
めに
し
て
、『
詩
』『
書
』
絕
ゆ
。
…
…
。

と
あ
り
、『
論
衡
』
正
說
篇
に
、

說
『
尙
書
』
者
、
或
以
爲
本
百
兩
篇
、
後
遭
秦
燔
『
詩
』『
書
』、
遺
在
者

二
十
九
篇
。
夫
言
秦
燔『
詩
』『
書
』、是
也
。
言
本
百
兩
篇
者
、妄
也
。
盖『
尙

書
』
本
百
篇
、
孔
子
以
授
也
。
遭
秦
用
李
斯
之
議
燔
燒
五
經
、
濟
南
伏
生
抱

百
篇

於
山
中
。

『
尙
書
』
を
說
く
者
、
或
る
ひ
と
以
爲
く
本
百
兩
篇
あ
り
、
後
に
秦
の
『
詩
』

『
書
』を
燔
く
に
遭
い
、遺
り
在
る
は
二
十
九
篇
た
り
。
夫
れ
秦
の『
詩
』『
書
』

を
燔
く
と
言
う
は
、
是
な
り
。
本
百
兩
篇
と
言
う
は
、
妄
な
り
。
盖
し
『
尙

書
』
本
百
篇
な
る
は
、
孔
子
以
て
授
け
し
も
の
な
り
。
秦
の
李
斯
の
議
を
用

い
て
五
經
を
燔
燒
す
る
に
遭
い
、濟
南
の
伏
生
は
百
篇
を
抱
き
山
中
に

す
。

と
あ
る
。
な
お
、
こ
の
「
五
經
を
燒
く
」
と
い
う
表
現
は
『
論
衡
』
中
に
多
く
見

ら
れ
る
。
一

だ
け
擧
げ
る
と
、『
論
衡
』
謝
短
篇
に
は
、

秦
燔
五
經
、
坑
殺
儒
士
、
五
經
之
家
所
共
聞
也
。
秦
何
起
而
燔
五
經
、
何
感

而
坑
儒
生
〈
士（
四
）〉。



秦
焚
書

の
變
遷

三
七

こ
れ
に
問
い
て
曰
く
、「
…
…
秦
五
經
を
燔
く
に
、『
易
』
何
を
以
て
脫
す
る

を
得
る
か
。
…
…
」
と
。

と
あ
る
が
、
こ
の
問
い
は
朙
ら
か
に
『
易
』
は
焚
書
の
難
を
迯
れ
た
と
い
う
話
を

歬
提
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
劉
向
・
劉

以
來
の
「『
易
』
は
焚
書
の
對
象
外
だ
っ
た
」
と

い
う
說
は
そ
の
後
も
そ
の
ま
ま
繼
承
さ
れ
て
い
る
。

（
三
）
秦
焚
書
と
『
書
』

　

秦
焚
書
と
『
書
』
に
つ
い
て
は
、『
新
書
』
や
『
史
記
』
に
「『
詩
』『
書
』
を

燒
く
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
よ
り
具
體
的
な
經
緯
は
す
で
に
擧
げ
た
『
史
記
』

儒
林
列
傳
の
伏
生
壁

書
の
話
に
見
え
る
。『
史
記
』
六
國
年
表
に
は
「『
詩
』

『
書
』
所
以
復
見
者
、
多

人
家
」
と
い
う
說
朙
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
『
史

記
』
儒
林
列
傳
の
話
と
大
き
く
衝
突
し
て
い
な
い
。

　

後
漢
以
降
に
も
秦
焚
書
と
『
書
』
に
つ
い
て
說
朙
し
た
文
は
多
く
見
ら
れ

る
。『
漢
書
』

文
志
『
尙
書
』
類
に
は
、

…
…
秦
燔
書
禁
學
、
濟
南
伏
生
獨
壁

之
。
漢
興
、
亡
失
求
得
二
十
九
篇
、

以
敎
齊
魯
之
閒
。
…
…
古
文
『
尙
書
』
者
、
出
孔
子
壁
中
。
武
帝
末
、
魯
共

王
壞
孔
子
宅
、
欲
以
廣
其
宮
、
而
得
古
文
『
尙
書
』
及
『
禮
記
』・『
論
語
』・

『
孝
經
』
凢
數
十
篇
、
皆
古
字
也
。
…
…
。

…
…
秦
書
を
燔
き
學
を
禁
じ
、濟
南
の
伏
生
獨
り
こ
れ
を
壁

す
。
漢
興
り
、

亡
失
せ
る
を
求
め
て
二
十
九
篇
を
得
、
以
て
齊
魯
の
閒
に
敎
う
。
…
…
古
文

『
尙
書
』
は
、
孔
子
の
壁
中
よ
り
出
ず
。
武
帝
の
末
、
魯
の
共
王　
孔
子
の
宅

を
壞
し
、
以
て
其
の
宮
を
廣
げ
ん
と
欲
し
、
而
し
て
古
文
の
『
尙
書
』
及
び

『
禮
記
』・『
論
語
』・『
孝
經
』
凢
そ
數
十
篇
を
得
、
皆
古
字
な
り
。
…
…
。

と
あ
る
。
ま
た
、『
論
衡
』
謝
短
篇
に
は
、

つ
ず
つ
檢
討
す
る
。
調
査
の
範
圍
は
六
朝
末
朞
ま
で
と
し
、
唐
初
の
史
料
は
參
考

程
度
に
留
め
る
。
ま
ず
は
『
易
』
か
ら
見
て
み
よ
う
。『
漢
書
』

文
志
『
易
』

類
に
は
、

及
秦
燔
書
、而
『
易
』
爲
筮
卜
之
事
、傳
者
不
絕
。
漢
興
、田
和
（
何
）
傳
之
。

秦
書
を
燔
く
に
及
ぶ
、
而
れ
ど
も
『
易
』
は
筮
卜
の
事
爲
れ
ば
、
傳
う
る
者

絕
え
ず
。
漢
興
り
、
田
和
（
何
）
こ
れ
を
傳
う
。

と
あ
り
、『
易
』
は
占
い
の
書
物
で
あ
る
た
め
に
燒
か
れ
な
か
っ
た
と
說
朙
し
て

い
る
。
こ
れ
は
す
で
に
擧
げ
た
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
の
「
所
不
去
者
、
醫

・

卜
筮
・
種
樹
之
書
」
を
基
礎
に
し
た
說
朙
で
あ
る
。
こ
の
他
、『
漢
書
』
楚
元
王

傳
（
劉

の
條
）
の
「
移
太
常
博
士
書
」
に
、

陵
夷
至
于
暴
秦
、
燔
經
書
、
殺
儒
士
、
設
挾
書
之
法
、
…
…
。
漢
興
、
…
…

天
下
唯
㊒
『
易
』
卜
、
未
㊒
它
書
。

陵
夷
し
て
暴
秦
に
至
り
、
經
書
を
燔
き
、
儒
士
を
殺
し
、
挾
書
の
法
を
設
け
、

…
…
。
漢
興
り
、
…
…
天
下
唯
だ
『
易
』
卜
㊒
る
の
み
、
未
だ
它
書
㊒
ら
ざ

る
な
り
。

と
あ
り
、

悅
『
漢
紀
』
孝
成
皇
帝
紀
二
卷
に
見
え
る
劉
向
の
言
に
（『
太
平

覽
』
卷
第
五
百
七
所
引
皇
甫
謐
『
高
士
傳
』（
田
何
の
條
）
に
も
ほ
ぼ
同
じ
文
が
見
え
る
）、

…
…
及
秦
焚
『
詩
』『
書
』、
以
『
易
』
爲
卜
筮
之
書
、
獨
不
焚
。
漢
興
、
田

何
以
易
授
民
。
…
…
。

…
…
秦
『
詩
』『
書
』
を
焚
く
に
及
び
、『
易
』
を
以
て
卜
筮
の
書
と
爲
し
、

獨
り
焚
か
ず
。
漢
興
り
、
田
何
易
を
以
て
民
に
授
く
。
…
…
。

と
あ
る
。『
漢
書
』

文
志
は
劉
向
『
別
錄
』・
劉

『
七
略
』
を
基
礎
に
編
纂
さ

れ
て
い
る
が
、
上
擧
し
た
『
漢
書
』

文
志
『
易
』
類
の
文
も
劉
向
・
劉

の
考

え
に
基
づ
い
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
の
他
、『
論
衡
』
謝
短
篇
に
、

問
之
曰
、「
…
…
秦
燔
五
經
、『
易
』
何
以
得
脫
。
…
…
」
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と
あ
る
。『
孔
子
家
語
』
後
序
の
孔
壁
書
發
見
の
話
は
、『
漢
書
』

文
志
『
書
』

類
に
も
類
似
の
內
容
が
見
え
る
。
た
だ
し
、『
孔
子
家
語
』
後
序
で
は
孔
壁
書
は

秦
焚
書
を
避
け
る
た
め
に
子
襄
が
隱
し
た
も
の
と
し
て
い
る
の
に
對
し
、『
漢

書
』

文
志
で
は
秦
焚
書
と
壁
中
書
に
因
果
關
係
が
な
い
。
つ
ま
り
、『
漢
書
』

文
志
で
は
孔
壁
書
が
隱
さ
れ
て
い
た
理
由
は
秦
焚
書
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
と

は
全
く
考
え
て
い
な
い
の
で
あ
る（
七
）。
ま
た
、
孔
壁
書
發
見
の
話
は
多
く
の
文
獻
に

見
え
る
が
、
い
ず
れ
も
秦
焚
書
と
は
關
係
が
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
の
『
孔
子
家

語
』
後
序
の
內
容
は
例
外
的
と
言
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
秦
焚
書
と
『
書
』
の
關
係
は
、『
孔
子
家
語
』
後
序
の
例
を
除

け
ば
、
最
古
層
の
史
料
と
後
漢
以
降
の
記
述
は
基
本
的
に
は
一
致
し
て
い
る
。

（
四
）
秦
焚
書
と
『
詩
』

　

上
述
し
た
通
り
、
最
古
層
の
史
料
か
ら
す
で
に
「『
詩
』『
書
』
を
燒
く
」
と
い

う
表
現
が
散
見
し
て
い
る
。
そ
れ
が
秦
焚
書
の
總
稱
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
焚
書

の
對
象
に
『
詩
』
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
は
閒
違
い
な
い
。
ま

た
上
述
し
た
通
り
、『
史
記
』
六
國
年
表
に
「『
詩
』『
書
』
所
以
復
見
者
、
多

人
家
」
と
あ
り
、『
詩
』
が
傳
わ
っ
た
理
由
が
說
朙
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
後
漢
以
降
に
は
、
こ
れ
と
は

な
っ
た
『
詩
』
の

傳
經
緯
の
說
朙
が
現

れ
る
。『
漢
書
』

文
志
『
詩
』
類
に
は
、

孔
子
純
取
周
詩
、
上
采
殷
、
下
取
魯
、
凢
三
百
五
篇
、
遭
秦
而
全
者
、
以
其

諷
誦
、
不
獨
在
竹
帛
故
也
。

孔
子
純も
っ
ぱ
ら
周
詩
を
取
り
、
上
は
殷
を
采
り
、
下
は
魯
を
取
り
、
凢
そ

三
百
五
篇
、
秦
に
遭
い
て
全
く
す
る
は
、
其
の
諷
誦
し
、
獨
り
竹
帛
に
在
る

の
み
な
ら
ざ
る
を
以
て
の
故
な
り
。

と
あ
り
、『
詩
』
が
完
全
に
殘
っ
た
の
は
、
諷
誦
に
よ
っ
て
傳
え
ら
れ
、
竹
帛
だ

問
尙
書
家
曰
、「
…
…
秦
焚
諸
〈『
詩
』〉『
書
』
之
時
、『
尙
書
』
諸
篇
皆
何
在
。

…
…
」

尙
書
家
に
問
い
て
曰
わ
ん
、「
…
…
秦
諸
〈『
詩
』〉『
書
』
を
焚
く
の
時
、『
尙

書
』
の
諸
篇
み
な
何
に
か
在
る
。
…
…
」
と
。

と
あ
る
が
、
こ
の
質
問
は
『
尙
書
』
が
焚
書
の
對
象
で
あ
っ
た
こ
と
を
歬
提
と
し

て
い
る
。
ま
た
す
で
に
本
節
（
一
）
で
擧
げ
た
通
り
、『
論
衡
』
の
佚
文
篇
と
正

說
篇
に
も
伏
生
が
『
書
』
を
隱
し
た
話
が
見
え
る
。
そ
の
他
に
は
、『
論
衡
』
書

解
篇
に
、

今
五
經
遭
亡
秦
之
奢
侈
、
觸
李
斯
之
橫
議
、
燔
燒
・
禁
防
、
伏
生
之
休
〈
徒
〉、

抱
經
深

。

今
五
經
は
亡
秦
の
奢
侈
に
遭
い
、
李
斯
の
橫
議
に
觸
れ
、
燔
燒
・
禁
防
せ
ら

れ
、
伏
生
の
休
〈
徒
〉、
經
を
抱
き
深
く

す
。

と
あ
り
、『
歬
漢
紀
』
孝
成
皇
帝
紀
二
卷
中
の
劉
向
の
言
に
、

…
…
『
尙
書
』
本
自
濟
南
伏
生
、
爲
秦
博
士
。
及
秦
焚
書
、
乃
壁

其
書
。

漢
興
、
伏
生
求
其
書
、
亡
數
十
篇
、
得
二
十
九
篇
。
…
…
…
…

…
…
『
尙
書
』
は
濟
南
の
伏
生
よ
り
本は
じ

ま
り
、
秦
の
博
士
た
り
。
秦
の
焚
書

に
及
び
、
乃
ち
其
の
書
を
壁

す
。
漢
興
り
、
伏
生
其
の
書
を
求
め
、
亡
ぶ

る
も
の
數
十
篇
、
二
十
九
篇
を
得
。
…
…

と
あ
る
。
そ
の
他
、『
孔
子
家
語
』
後
序
に
秦
焚
書
と
古
文
『
尙
書
』
の
話
が
見

え
、

子
襄
以
好
經
書
博
學
、
畏
秦
法
峻
急
、
乃
壁

其
『
家
語
』・『
孝
經
』・『
尙

書
』
及
『
論
語
』
於
夫
子
之

堂
壁
中
。

子
襄
は
經
書
を
好
み
博
學
な
る
を
以
て
、
秦
法
の
峻
急
な
る
を
畏
れ
、
乃
ち

其
の
『
家
語
』・『
孝
經
』・『
尙
書
』
及
び
『
論
語
』
を
夫
子
の

堂
壁
中
に

壁

す
。
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『
詩
』
何
ぞ
作
ら
れ
ざ
る
や
。『
尙
書
』
に
曰
く
、「
詩
は
志
を
言
う
、
歌
は

言
を
詠
う
」
と
。
こ
の
時
す
で
に
詩
あ
る
な
り
。
周
以
來
を
斷
取
し
、
而
し

て
周
に
興
る
と
謂
う
。
古い
に

者し
え

詩
を
采
る
に
、
詩
に
文
あ
る
な
り
。
今
『
詩
』

に
書
な
く
、
何
ぞ
秦
五
經
を
燔
く
に
、『
詩
』
獨
り
餘
禮
〈
札
〉
な
き
に
あ

ら
ざ
る
を
知
ら
ん
や
」
と
。

と
あ
り
、『
詩
』
も
焚
書
の
對
象
と
さ
れ
て
い
た
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
焚
書
と
『
詩
』
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
後
漢
以
降
は
基
本
的
に

歬
漢
以
來
の
「
詩
書
を
燒
く
」
と
い
う
考
え
を
繼
承
し
て
い
る
が
、『
史
記
』
六

國
年
表
の
「『
詩
』『
書
』
所
以
復
見
者
、
多

人
家
」
と
い
う
話
は
繼
承
さ
れ
な

か
っ
た
。
そ
し
て
、『
漢
書
』

文
志
『
詩
』
類
の
說
朙
は
、
歬
漢
以
來
の
說
朙

と
衝
突
し
な
い
よ
う
整
合
性
を
加
え
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
ま
た
『
論
衡
』

正
說
篇
に
は
、「
燔
『
詩
經
』
之
書
也
、
其
經
不
燔
焉
」
と
解
釋
す
る
者
が
い
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
漢
書
』
と
『
論
衡
』
は
ほ
ぼ
同
時
朞
に
成
立
し
た
文

獻
で
あ
る
が
、
こ
の
時
朞
に
は
秦
焚
書
と
『
詩
』
と
の
關
聯
說
朙
に

干
の
搖
れ

が
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

（
五
）
秦
焚
書
と
『
禮
』

　

秦
焚
書
と
『
禮
』
に
つ
い
て
、
最
古
層
の
史
料
に
は
、
す
で
に
擧
げ
た
通
り

『
史
記
』
儒
林
列
傳
に
、「『
禮
』
固
自
孔
子
時
而
其
經
不
具
、
及
至
秦
焚
書
、
書

散
亡
益
多
、
於
今
獨
㊒
『
士
禮
』、
高
堂
生
能
言
之
」
と
あ
る
。『
漢
書
』

文
志

『
禮
』
類
で
も
ほ
ぼ
同
文
を
擧
げ
て
お
り
、

及
周
之
衰
、
諸
侯
將
踰
法
度
、
惡
其
害
己
、
皆
滅
去
其
籍
、
自
孔
子
時
而
不

具
、
至
秦
大
壞
。
漢
興
、
魯
高
堂
生
傳
『
士
禮
』
十
七
篇
。
…
…

周
の
衰
う
る
に
及
び
、
諸
侯
將
に
法
度
を
踰
え
ん
と
し
、
其
の
己
を
害
す
る

を
惡
み
、
み
な
其
の
籍
を
滅
去
し
、
孔
子
の
時
よ
り
具
わ
ら
ず
、
秦
に
至
り

け
に
殘
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
詩
』
が
燒
か

れ
た
と
す
る
歬
漢
以
來
の
說
を
受
け
つ
つ
、
よ
り
具
體
的
に

傳
經
緯
の
說
朙
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、『
論
衡
』
正
說
篇
で
は
、

或
言
、
秦
燔
詩
書
者
、
燔
『
詩
經
』
之
書
也
、
其
經
不
燔
焉
。
夫
『
詩
經
』

獨
燔
其
詩
。
書
、
五
經
之
總
名
也
。
…
…
傳
者
不
知
秦
燔
書
所
起
、
故
不
審

燔
書
之
實
。
…
…
乃
令
史
官
盡
燒
五
經
、
㊒
敢

諸
〈『
詩（
八
）』〉・『
書
』・
百

家
語
者
刑
、
唯
博
士
官
乃
得
㊒
之
。
五
經
皆
燔
、
非
獨
諸
〈『
詩
』〉
家
之
書

也
。
傳
者
信
之
、
見
言
「
詩
書
」、
則
獨
謂
『〔
詩（
九
）〕
經
』
之
書
矣
。

或
る
ひ
と
言
う
、
秦
詩
書
を
燔
く
と
は
、『
詩
經
』
の
書
を
燔
く
な
り
、
其

の
經
は
燔
か
ず
、
と
。
夫
れ
『
詩
經
』
獨
り
其
の
詩
を
燔
か
る
る
の
み
。
書

は
、
五
經
の
總
名
な
り
。
…
…
傳
う
る
者
は
秦
の
燔
書
の
起
こ
る
所
を
知
ら

ず
、
故
に
燔
書
の
實
に
審
ら
か
な
ら
ず
。
…
…
乃
ち
史
官
を
し
て
盡
く
五
經

を
燒
か
し
め
、
敢
え
て
諸
〈『
詩
』〉・『
書
』・
百
家
の
語
を

す
る
者
あ
ら

ば
刑
し
、
唯
だ
博
士
官
の
み
乃
ち
こ
れ
を
㊒
す
る
を
得
。
五
經
み
な
燔
き
、

獨
り
諸
〈『
詩
』〉
家
の
書
の
み
な
ら
ざ
る
な
り
。
傳
う
る
者
こ
れ
を
信
じ
、

「
詩
書
」
を
言
う
を
見
れ
ば
、則
ち
獨
り
『〔
詩
〕
經
』
の
書
と
謂
う
の
み
な
り
。

と
あ
り
、「
秦
燔
詩
書
」
を
「『
詩
經
』
を
解
說
す
る
書
を
燒
い
た
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
經
を
燒
い
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
解
釋
す
る
者
が
い
る
こ
と
を
擧
げ
、
そ
れ

に
反
對
し
て
「
五
經
は
み
な
燒
か
れ
た
の
で
あ
っ
て
、『
詩
』
家
の
書
だ
け
が
燒

か
れ
た
の
で
は
な
い
」
と
說
朙
し
て
い
る
。
ま
た
『
論
衡
』
謝
短
篇
に
、

問
詩
家
曰
、「
…
…
二
王
之
末
皆
衰
、
夏
・
殷
衰
時
、『
詩
』
何
不
作
。『
尙

書
』
曰
、「
詩
言
志
、
歌
詠
言
。」
此
時
已
㊒
詩
也
。
斷
取
周
以
來
、
而
謂
興

於
周
。
古
者
采
詩
、詩
㊒
文
也
。
今
『
詩
』
無
書
、何
知
非
秦
燔
五
經
、『
詩
』

獨
無
餘
禮
〈
札
（
一
〇
）〉
也
。」

詩
家
に
問
い
て
曰
わ
ん
、「
…
…
二
王
の
末
み
な
衰
え
、
夏
・
殷
衰
う
る
時
、
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世
尤
以
爲
娛
。
丞
相
李
斯
進
諫
曰
、「
放
弃
『
詩
』『
書
』、
極
意
聲
色
、
祖

伊
所
以
懼
也
。
輕
積
細
過
、
恣
心
長
夜
、
紂
所
以
亡
也
。」
趙
高
曰
、「
五
帝
・

三
王
樂
各
殊
名
、
示
不
相

。
上
自
朝
廷
、
下
至
人
民
、
得
以

喜
、
合

殷
勤
。
非
此
和
說
不
通
、
解
澤
不

、
亦
各
一
世
之
化
、
度
時
之
樂
、
何
必

山
之

耳
而
後
行
遠
乎
。」
二
世
然
之
。

治
衟
虧
缺
し
て
鄭
♫
興
起
し
、
封
君
世
辟
、
名
を
鄰
州
に
顯
か
に
せ
ん
と
し

て
、爭
い
て
以
て
相
高
む
。…
…
陵
遲
し
て
以
て
六
國
に
至
り
、
沔
沈
佚
し
、

遂
に
徃
き
て
﨤
ら
ず
、
卒
に
身
を
喪
い
宗
を
滅
ぼ
し
、
國
を
秦
に
幷
わ
せ
ら

る
。
秦
二
世
尤
も
以
て
娛
を
爲
す
。
丞
相
李
斯
進
み
諫
め
て
曰
く
、「『
詩
』

『
書
』
を
放
弃
し
、
意
を
聲
色
に
極
む
る
は
、
祖
伊
の
懼
る
る
所
以
な
り
。

細
き
過
ち
を
積
む
こ
と
を
輕
ん
じ
、
心
を
長
夜
に
恣
に
す
る
は
、
紂
の
亡
ぶ

る
所
以
な
り
」
と
。
趙
高
曰
く
、「
五
帝
・
三
王
の
樂
各
お
の
お
の

名
を
殊
に
し
、

相
い

わ
ざ
る
を
示
す
。
上
は
朝
廷
よ
り
、
下
は
人
民
に
至
る
ま
で
、
以
て

喜
に
ま
じ

わ
り
、
殷
勤
に
合
す
る
を
得
。
こ
れ
に
非
ざ
れ
ば
和
說
通
ぜ
ず
、

解
澤

れ
ず
、
ま
た
各
一
世
の
化
、
度
時
の
樂
あ
り
、
何
ぞ
必
ず
し
も

山

の

耳
あ
り
て
後
に
遠
き
に
行
か
ん
や
」
と
。
二
世
こ
れ
を
然
り
と
す
。

と
あ
る
。
も
し
秦
焚
書
が
「
樂
」
に
ま
で
及
ん
で
い
る
と
司
馬
遷
が
認

し
て
い

た
の
な
ら
、
こ
こ
に
秦
焚
書
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
。
し
か

し
、
こ
の
文
は
上
古
か
ら
漢
に
至
る
ま
で
の
「
樂
」
の
傳
承
を
詳
細
に
記
し
て
い

る
も
の
の
、
秦
焚
書
の
こ
と
に
は
一
切
觸
れ
て
い
な
い
。
更
に
、
こ
の
文
に
は
秦

焚
書
を
主
導
し
た
李
斯
の
發
言
が
見
え
る
が
、『
樂
』
を
燒
く
な
ど
と
一
切
述
べ

て
い
な
い
。
李
斯
の
發
言
は
「
樂
」
の
マ
イ
ナ
ス
面
を
說
い
た
も
の
で
あ
る
が
、

「
樂
」
の
プ
ラ
ス
の
效
用
を
說
く
趙
高
に
秦
二
世
皇
帝
の
歬
で
論
駁
さ
れ
て
し
ま

っ
て
お
り
、
秦
焚
書
が
「
樂
」
に
㊜
用
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
よ
っ

て
、『
史
記
』
で
は
秦
焚
書
が
原
因
で
「
樂
」（
あ
る
い
は
『
樂
』）
が
滅
ん
だ
と
認

大
壞
す
。
漢
興
り
、
魯
の
高
堂
生
『
士
禮
』
十
七
篇
を
傳
う
。
…
…

と
あ
る
。
ま
た
、『
論
衡
』
謝
短
篇
に
は
、

問
禮
家
曰
、「
…
…
見
在
十
六
篇
、
秦
火
之
餘
也
。
更
秦
之
時
、
篇
凢
㊒
幾
。」

禮
家
に
問
い
て
曰
わ
ん
、「
…
…
見
在
の
十
六
篇
は
、
秦
火
の
餘
な
り
。
秦

更あ
ら
たま
り
し
時
、
篇
凢
そ
幾
い
く
ば
くか
あ
る
」
と
。

と
あ
る
。『
論
衡
』
謝
短
篇
と
『
漢
書
』

文
志
は
篇
數
な
ど
の
違
い
が
あ
る
も

の
の
、
兩
書
と
も
基
本
的
に
は
『
史
記
』
の
說
朙
を
踏

し
て
い
る
と
言
え
る
。

（
六
）
秦
焚
書
と
『
樂
』

　

秦
に
よ
っ
て
「
樂
」（
あ
る
い
は
書
物
と
し
て
の
『
樂
』）
が
滅
ん
だ
と
す
る
說
は

後
漢
末
に
な
っ
て
初
め
て
見
え
、
應
劭
『
風
俗
通
義
』
聲
♫
篇
に
、

…
…
其
後
、
周
室
陵
遲
、
禮
崩
樂
壞
、
諸
侯
恣
行
、
競
悅
所
習
、
桑
閒
・
濮

上
・
鄭
・
衞
・
宋
・
趙
之
聲
彌
以
放
遠
、
滔
湮
心
耳
、
乃
忘
和
平
、
亂
政
傷

民
、
致
疾
損
壽
。
重
遭
暴
秦
、
遂
以
闕
忘
（
亡
）。
漢
興
、
制
氏
世
掌
大
樂
、

頗
能
紀
其
鏗
鏘
、
而
不
能
說
其
義
。

…
…
其
の
後
、
周
室
陵
遲
し
、
禮
崩
れ
樂
壞
れ
、
諸
侯
恣
に
行
い
、
競
っ
て

習
ふ
所
を
悅
び
、
桑
閒
・
濮
上
・
鄭
・
衞
・
宋
・
趙
の
聲
彌
い
よ
い
よ

以
て
放
遠
し
、

心
と
耳
を
滔う
ご

か
し
湮し
ず

め
、
乃
ち
和
平
を
忘
れ
、
政
を
亂
し
て
民
を
傷そ
こ

な
い
、

疾
を
致
し
て
壽
を
損
う
。
重
ね
て
暴
秦
に
遭
い
、
遂
に
以
て
闕
忘
（
亡
）
す
。

漢
興
り
、
制
氏
世よ
よ

に
大
樂
を
掌
り
、
頗
る
能
く
其
の
鏗
鏘
を
紀
す
、
而
れ
ど

も
其
の
義
を
說
く
こ
と
能
わ
ず
。

と
あ
る
（
一
一
）。
し
か
し
、「
樂
」
と
秦
焚
書
の
關
係
を
示
す
記
述
は
初
め
か
ら
あ
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。『
史
記
』
樂
書
に
は
、

治
衟
虧
缺
而
鄭
♫
興
起
、
封
君
世
辟
、
名
顯
鄰
州
、
爭
以
相
高
。
…
…
陵
遲

以
至
六
國
、

沔
沈
佚
、
遂
徃
不
﨤
、
卒
於
喪
身
滅
宗
、
幷
國
於
秦
。
秦
二
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の
義
を
言
う
こ
と
能
わ
ず
。

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
漢
書
』
の
禮
樂
志
も

文
志
も
、「
樂
」
の
衰
退
の
理

由
は
鄭
や
衞
な
ど
の
亂
れ
た
♫
樂
の
隆
盛
に
あ
る
と
し
て
お
り
、「
樂
」（
あ
る
い

は
『
樂
』）
は
秦
焚
書
と
は
關
係
な
く
衰
退
・
散
逸
し
た
と
認

し
て
い
た
。
ま
た

『
漢
紀
』
孝
成
皇
帝
紀
二
卷
所
引
の
劉
向
の
說
に
、

『
樂
』、
自
漢
興
、
制
氏
以
知
雅
樂
聲
律
世
在
樂
官
、
但
紀
鏗
鏘
鼓
舞
而
己
、

不
能
言
其
義
。

『
樂
』
は
、
漢
よ
り
興
り
、
制
氏
雅
樂
聲
律
を
知
る
を
以
て
世
樂
官
に
在
り
、

但
だ
鏗
鏘
鼓
舞
を
紀
す
の
み
に
し
て
、
其
の
義
を
言
う
こ
と
能
わ
ず
。

と
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
『
樂
』
と
秦
焚
書
の
關
係
は
見
い
だ
せ
な
い
。
こ
の
よ
う

に
、『
史
記
』・『
漢
書
』・『
漢
紀
』
所
引
劉
向
說
は
「
樂
」
の
傳
承
經
緯
を
詳
細

に
記
述
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
樂
」
と
秦
焚
書
を
全
く
關
聯
づ
け
て
い

な
い
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
先
に
『
風
俗
通
義
』
の
文
を
擧
げ
た
が
、
こ
れ
は
朙
ら
か
に
『
漢
書
』

禮
樂
志
・

文
志
の
文
を
下
旉
き
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
應
劭
は
『
漢

書
集
解
♫
義
』
を
撰
し
て
お
り
（
一
二
）、『
漢
書
』
に
精
通
し
て
い
た
。
し
か
し
、『
風
俗

通
義
』
に
は
『
漢
書
』
に
は
な
い
「
重
遭
暴
秦
、
遂
以
闕
忘
」
と
い
う
一
文
が
加

わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
『
風
俗
通
義
』
以
降
は
、「
樂
」（
あ
る
い
は
『
樂
』）
は
秦

に
よ
っ
て
滅
ん
だ
と
す
る
說
が
主

と
な
る
。
梁
の
劉
勰
『
文
心
雕
龍
』
樂
府
篇

に
、

自
雅
聲
浸

、
溺
♫
騰
沸
。
秦
燔
『
樂
經
』、
漢
初
紹
復
、
制
氏
紀
其
鏗
鏘
、

…
…

雅
聲
浸

し
て
よ
り
、
溺
♫
騰
沸
す
。
秦
『
樂
經
』
を
燔
き
、
漢
初
に
紹
復

し
、
制
氏
其
の
鏗
鏘
を
紀
し
、
…
…

と
あ
り
、
北
齊
の
魏

『
魏
書
』
樂
志
に
は
、

し
て
い
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
點
は
『
漢
書
』
も
同
じ
で
あ
る
。『
漢

書
』
禮
樂
志
に
、

…
…
是
時
、
周
室
大
壞
、
諸
侯
恣
行
、
設
兩

、
乘
大
路
。

臣
管
仲
・
季

氏
之
屬
、
三
歸
雍
徹
、
八
佾
舞
廷
。
制
度
遂
壞
、
陵
夷
而
不
反
、
桑
閒
・
濮

上
・
鄭
・
衞
・
宋
・
趙
之
聲
竝
出
、
內
則
致
疾
損
壽
、
外
則
亂
政
傷
民
。

…
…
至
於
六
國
、魏
文
侯
最
爲
好
古
、而
謂
子
夏
曰
、「
寡
人
聽
古
樂
則
欲
寐
、

及
聞
鄭
・
衞
、余
不
知
倦
焉
。」
子
夏
辭
而
辨
之
、終
不
見
納
、自
此
禮
樂
喪
矣
。

漢
興
、
樂
家
㊒
制
氏
、
以
雅
樂
聲
律
世
世
在
大
樂
官
、
但
能
紀
其
鏗
鎗
鼓
舞
、

而
不
能
言
其
義
。

…
…
こ
の
時
、
周
室
大
壞
し
、
諸
侯
恣
に
行
い
、
兩

を
設
け
、
大
路
に
乘

る
。

臣
管
仲
・
季
氏
の
屬
、
三
歸
あ
り
て
雍
も
て
徹
し
、
八
佾
を
廷
に
舞

わ
し
む
。
制
度
遂
に
壞
れ
、
陵
夷
し
て
反
ら
ず
、
桑
閒
・
濮
上
・
鄭
・
衞
・
宋
・

趙
の
聲
竝
び
出
で
、
內
は
則
ち
疾
を
致
し
て
壽
を
損
い
、
外
は
則
ち
政
を
亂

し
民
を
傷
う
。
…
…
六
國
に
至
り
、
魏
の
文
侯
最
も
古
を
好
み
た
り
、
而
れ

ど
も
子
夏
に
謂
い
て
曰
く
、「
寡
人
古
樂
を
聽
か
ば
則
ち
寐
ん
と
欲
す
、
鄭
・

衞
を
聞
く
に
及
び
、
余　
倦
む
を
知
ら
ず
」
と
。
子
夏
辭
し
て
こ
れ
を
辨
ず

る
も
、
終
に
納
れ
ら
れ
ず
、
こ
れ
よ
り
禮
樂
喪
ぶ
。
漢
興
り
、
樂
家
に
制
氏

㊒
り
、
雅
樂
聲
律
を
以
て
世
世
大
樂
官
に
在
り
、
但
だ
能
く
其
の
鏗
鎗
鼓
舞

を
紀
す
の
み
に
し
て
、
其
の
義
を
言
う
こ
と
能
わ
ず
。

と
あ
り
、『
漢
書
』

文
志
・
六

略
『
樂
』
類
に
、

…
…
周
衰
倶
壞
、
樂
尤

眇
、
以
♫
律
爲
節
、

爲
鄭
衞
所
亂
、
故
無
遺
法
。

漢
興
、制
氏
以
雅
樂
聲
律
世
在
樂
官
、頗
能
紀
其
鏗
鏘
鼓
舞
、而
不
能
言
其
義
。

…
…
周
衰
え
倶
に
壞
れ
、
樂
は
尤
も

眇
に
し
て
、
♫
律
を
以
て
節
と
爲
し
、

ま
た
鄭
・
衞
の
亂
す
所
と
な
る
、
故
に
遺
法
無
し
。
漢
興
り
、
制
氏
は
雅
樂

聲
律
を
以
て
世よ
よ

樂
官
に
在
り
、
頗
る
能
く
其
の
鏗
鏘
鼓
舞
を
紀
せ
ど
も
、
其
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通
其
義
。

其
の
後
衰

し
て
崩
壞
し
、
秦
に
及
び
て
頓
滅
す
。
漢
初
、
制
氏
其
の
鏗
鏘

鼓
儛
を
紀
す
と
雖
も
、
其
の
義
に
通
ず
る
こ
と
能
わ
ず
。

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
樂
」（
あ
る
い
は
『
樂
』）
が
秦
焚
書
に
よ
っ
て
衰
退
・

散
逸
し
た
と
い
う
考
え
は
、『
史
記
』・『
漢
書
』・『
歬
漢
紀
』
所
引
劉
向
說
に
は

全
く
見
え
な
か
っ
た
が
、
應
劭
『
風
俗
通
義
』
に
初
め
て
見
え
て
以
降
は
そ
れ
が

ほ
ぼ
定
着
し
た
。

（
七
）
秦
焚
書
と
『
春
秋
』

　

秦
焚
書
と
『
春
秋
』
に
つ
い
て
は
、『
春
秋
公
羊
傳
』
隱
公
二
年
の
何
休
㊟

に
、

春
秋
㊒
改
周
受
命
之
制
。
孔
子
畏
時
遠
害
、

知
秦
將
燔
『
詩
』『
書
』、
其

說
口
授
相
傳
。
至
漢
、
公
羊
氏
及
弟
子
胡
毋
生
等
乃
始
記
於
竹
帛
。

春
秋
に
周
を
改
め
命
を
受
く
る
の
制
あ
り
。
孔
子
時
を
畏
れ
害
を
遠
ざ
け
、

ま
た
秦
の
將
に
『
詩
』『
書
』
を
燔
か
ん
と
す
る
を
知
り
、
其
の
說
口
授
に

て
相
い
傳
う
。
漢
に
至
り
、
公
羊
氏
び
弟
子
の
胡
毋
生
等
乃
ち
始
め
て
竹
帛

に
記
す
。

と
あ
り
、
孔
子
が
將
來
の
秦
焚
書
を
豫
言
し
て
口
傳
し
た
と
し
て
い
る
（
一
三
）。
こ
の
何

休
の
說
朙
に
は
讖
緯
說
の
影
响
が
見
て
取
れ
、
や
は
り
歬
漢
末
朞
以
降
の
考
え
に

基
づ
い
て
い
る
と
言
え
る
。

（
八
）
秦
焚
書
と
『
孝
經
』

　

周
知
の
通
り
、『
孝
經
』
に
は
今
文
と
古
文
が
あ
る
。
今
文
『
孝
經
』
と
秦
焚

書
の
關
係
が
初
め
て
見
え
る
の
は
、
唐
初
の
史
料
に
な
る
が
『
隋
書
』
經
籍
志
に

（『
經
典
釋
文
』
序
錄
に
も
ほ
ぼ
同
じ
文
が
見
え
る
）、

…
…
晉
平
公
聞
淸
角
而
顚
隕
、
魏
文
侯
聽
古
雅
而
眠
睡
、
鄭
・
宋
・
齊
・
衞
、

宕
不
反
、
於
是
正
樂
虧
矣
。
…
…
樂
之
崩
矣
、
秦
始
滅
學
、
經
亡
義
絕
、

探
其
眞
。
…
…
漢
興
、
制
氏
但

其
鏗
鏘
鼓
舞
、
不
傳
其
義
、
…
…
。

…
…
晉
平
公　
淸
角
を
聞
き
て
顚
隕
し
、
魏
文
侯　
古
雅
を
聽
き
て
眠
睡
し
、

鄭
・
宋
・
齊
・
衞
、

宕
し
て
反
ら
ず
、
是
に
於
い
て
正
樂
虧
く
。
…
…
樂

の
崩
る
る
や
、
秦
始
め
て
學
を
滅
ぼ
し
、
經
亡
び
義
絕
え
、
其
の
眞
を
探
る

こ
と
な
し
。
…
…
漢
興
り
、制
氏
但
だ
其
の
鏗
鏘
鼓
舞
を

す
の
み
に
し
て
、

其
の
義
を
傳
え
ず
、
…
…
。

と
あ
り
、
沈
約
撰
『
宋
書
』
樂
志
に
は
、

及
秦
焚
典
籍
、『
樂
經
』
用
亡
。
漢
興
、
樂
家
㊒
制
氏
、
…
…
。

秦
典
籍
を
焚
く
に
及
び
、『
樂
經
』
用
て
亡
ぶ
。
漢
興
り
、樂
家
に
制
氏
㊒
り
、

…
…
。

と
あ
る
。『
樂
經
』
は
秦
焚
書
に
よ
っ
て
滅
ん
だ
と
沈
約
が
考
え
て
い
た
こ
と

は
、『
隋
書
』
♫
樂
志
上
所
引
の
沈
約
の
說
か
ら
も
確
認
で
き
、

於
是
散
騎
常
侍
・
尙
書
僕
射
沈
約
奏
答
曰
、「
竊
以
秦
代
滅
學
、『
樂
經
』
殘

亡
。
…
…
。」

是
に
於
て
散
騎
常
侍
・
尙
書
僕
射
沈
約
奏
答
し
て
曰
く
、「
竊
に
以お
も

う
に
秦

代
學
を
滅
ぼ
し
て
、『
樂
經
』
殘
亡
す
。
…
…
。」

と
あ
る
。
ま
た
一

の
唐
初
の
史
料
を
擧
げ
る
と
、『
晉
書
』
♫
樂
志
上
に
、

秦
氏
幷
吞
、
遂
專
刑
憲
、
至
於
絃
歌
『
詩
』『
頌
』、
干
戚
旄
羽
、
投
諸
𤇆
火
、

掃
地
無
遺
。

秦
氏
幷
吞
し
、
遂
に
刑
憲
を
專
ら
に
し
、
絃
歌
『
詩
』『
頌
』、
干
戚
旄
羽
に

至
る
ま
で
、
諸
を
𤇆
火
に
投
じ
、
地
を
掃
い
て
遺
る
も
の
な
し
。

と
あ
り
、『
隋
書
』
經
籍
志
の
『
樂
』
に
、

其
後
衰

崩
壞
、
及
秦
而
頓
滅
。
漢
初
、
制
氏
雖
紀
其
鏗
鏘
鼓
儛
、
而
不
能
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（
九
）
秦
焚
書
と
諸
子

　

す
で
に
述
べ
た
通
り
、
最
古
層
の
史
料
で
は
「
百
家
語
」（
あ
る
い
は
「
百
家
之

言
」）
が
燒
か
れ
た
と
說
朙
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
も
引
き
續
き
同
じ
說
朙
が
見
ら
れ
、『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
や
『
漢

紀
』
高
祖
皇
帝
紀
に
は
「
於
是
廢
先
王
之
衟
、
焚
百
家
之
言
」
と
あ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
賈
誼
『
過
秦
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
ま
た
本
節

（
四
）
で
す
で
に
擧
げ
た
『
論
衡
』
正
說
篇
に
、「
…
…
乃
令
史
官
盡
燒
五
經
、

㊒
敢

諸
〈『
詩
』〉・『
書
』・
百
家
語
者
刑
、
唯
博
士
官
乃
得
㊒
之
」
と
あ
る

が
、
本
稿
㊟
（
八
）
で
指

し
た
通
り
、
こ
の
「
諸
書
百
家
語
」
の
「
諸
」
字

は
「
詩
」
の
誤
り
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
文
は
本
稿
第
一
節
で
す
で
に
擧
げ
た

『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
（
あ
る
い
は
『
史
記
』
李
斯
列
傳
）
の
文
を
燒
き
直
し
た
も
の

と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
後
漢
以
降
の
文
獻
で
「
諸
子
を
燒
い
た
」
と

あ
る
の
は
、
全
て
最
古
層
の
史
料
の
文

を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
用
あ
る
い
は
燒
き

直
し
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
ら
を
除
け
ば
後
漢
以
降
に
は
「
諸
子
を
燒
い

た
」
と
述
べ
て
い
る
文

は
見
え
な
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
一
方
で
、
後
漢
以
降
に
な
る
と
「
諸
子
は
秦
焚
書
の
對
象
外
だ
っ
た
」

と
い
う
說
朙
が
登
場
す
る
。
鍾
肈
鵬
「
焚
書
考
」
で
も
擧
げ
て
い
る
通
り（
一
四
）、『
論

衡
』
書
解
篇
に
、

漢
興
、
五
經
、
經
書
缺
滅
而
不
朙
、
篇

散
而
不
具
。
…
…
秦
雖
無
衟
、

不
燔
諸
子
、
…
…
。

漢
興
り
、
五
經
を

め
、
經
書
缺
け
滅
び
て
朙
ら
か
な
ら
ず
、
篇

散
し

て
具
わ
ら
ず
。
…
…
秦
は
無
衟
と
雖
も
、
諸
子
を
燔
か
ず
、
…
…
。

と
あ
り
、『
孟
子
』
趙
岐
題
辭
に
、

孟
子
既
沒
之
後
、
大
衟
遂
絀
、
逮
至
亡
秦
、
焚
滅
經
術
、
坑
戮
儒
生
、
孟
子

徒
黨
盡
矣
。
其
書
號
爲
諸
子
、
故
篇
籍
得
不
泯
絕
。

夫
孝
者
、
天
之
經
、
地
之
義
、
人
之
行
。
…
…
遭
秦
焚
書
、
爲
河
閒
人
顏

所

。
漢
初
、
…
…

㊒
古
文
『
孝
經
』、
與
古
文
『
尙
書
』
同
出
、

…
…
。

夫
れ
孝
は
、
天
の
經
、
地
の
義
、
人
の
行
な
り
。
…
…
秦
の
焚
書
に
遭
い
、

河
閒
の
人
顏

の

す
る
所
と
爲
る
。
漢
初
、
…
…
ま
た
古
文
『
孝
經
』
あ

り
、
古
文
『
尙
書
』
と
同と
も

に
出
で
、
…
…
。

と
あ
る
。
し
か
し
、
今
文
『
孝
經
』
と
秦
焚
書
を
結
び
つ
け
る
話
は
こ
れ
よ
り
早

い
時
朞
の
文
獻
に
は
見
ら
れ
な
い
。
實
は
こ
の
『
隋
書
』
經
籍
志
や
『
經
典
釋

文
』
序
錄
の
文
は
、
次
の
『
漢
書
』

文
志
の
內
容
を
基
礎
に
し
て
い
る
。

『
孝
經
』
者
、
孔
子
爲
曾
子
陳
孝
衟
也
。
夫
孝
、
天
之
經
、
地
之
義
、
民
之

行
也
。
擧
大
者
言
、
故
曰
『
孝
經
』。
漢
興
、
…
…
各
自
名
家
。
經
文
皆
同
、

唯
孔
氏
壁
中
古
文
爲

。

『
孝
經
』
は
、
孔
子　
曾
子
の
爲
に
孝
衟
を
陳
ぶ
る
も
の
な
り
。
夫
れ
孝
は
、

天
の
經
、地
の
義
、民
の
行
な
り
。
大
な
る
も
の
を
擧
げ
て
言
う
、故
に
『
孝

經
』
と
曰
う
。
漢
興
り
、
…
…
各
自
名
家
あ
り
。
經
文
皆
同
じ
、
唯
だ
孔
氏

壁
中
の
古
文
は

と
爲
す
。

比
較
し
て
み
る
と
よ
く
分
か
る
通
り
、『
漢
書
』

文
志
に
は
秦
焚
書
や
顏

書
の
話
が
見
え
な
い
。
よ
っ
て
『
隋
書
』
經
籍
志
と
『
經
典
釋
文
』
序
錄
に
見
え

る
秦
焚
書
と
今
文
『
孝
經
』
の
關
聯
は
、『
漢
書
』
以
降
に
作
ら
れ
た
も
の
と
見

て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
古
文
『
孝
經
』
と
秦
焚
書
の
關
係
は
、
本
節
（
三
）
で
す
で
に
擧
げ
た

通
り
『
孔
子
家
語
』
後
序
に
見
え
る
。
し
か
し
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
秦
焚
書

と
孔
壁
書
を
關
係
づ
け
て
い
る
の
は
『
孔
子
家
語
』
後
序
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
は

王
肅
の
創
作
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
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炭
と
爲
れ
ど
も
、
星
官
の
書
は
全
く
し
て
毀か

け
ず
。

と
あ
り
、
唐
初
の
文

で
は
あ
る
が
『
晉
書
』
天
文
志
に
、

暴
秦
燔
書
、
六
經
殘
滅
、
天
官
星
占
存
而
不
毀
。

暴
秦
書
を
燔
き
、
六
經
殘
滅
す
れ
ど
も
、
天
官
の
星
占
存
し
て
毀か

け
ず
。

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文

は
、「
諸
子
は
燒
か
れ
た
」
と
す
る
最
古
層
の
史
料
の

說
と
完
全
に
矛
盾
す
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
後
漢
以
降
に
も
見
え
る
「
諸
子
は

燒
か
れ
た
」
と
す
る
說
は
最
古
層
の
史
料
を
引
用
・
燒
き
直
し
し
た
も
の
に
過
ぎ

な
い
た
め
、
後
漢
以
降
で
は
こ
の
「
諸
子
は
秦
焚
書
の
對
象
外
だ
っ
た
」
と
す
る

新
說
が
主

な
認

と
な
っ
て
い
た
と
言
え
る
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
『
論
衡
』
書
解
篇
以
下
の
例
は
、
い
ず
れ
も
諸
子
文
獻
の
序

文
と
い
っ
た
諸
子
を
重
視
す
る
文
中
に
見
え
る
。
つ
ま
り
、「
諸
子
は
秦
焚
書
の

對
象
外
だ
っ
た
」
と
い
う
新
說
は
、
諸
子
文
獻
の
價
値
の
高
さ
を
補
强
す
る
目
的

か
ら
創
作
さ
れ
た
說
話
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
史
實
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。

特
に
歬
漢
末
朞
以
降
に
は
經
書
が
秦
焚
書
の
被
害
を
受
け
た
と
强
調
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
た
め
、
後
漢
以
降
は
『
論
衡
』
書
解
篇
で
朙
確
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
諸
子
文
獻
の
價
値
の
高
さ
を
裏
付
け
る
た
め
に
「
諸
子
は
燒
か
れ
な
か
っ

た
」
と
い
う
新
說
が
登
場
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
新
說
に

よ
る
裏
付
け
が
、
後
漢
か
ら
魏
晉
南
北
朝
朞
に
か
け
て
諸
子
文
獻
が
重
視
さ
れ
、

ま
た
『
孔
子
家
語
』・『
孔
叢
子
』
な
ど
の
僞
書
が
作
ら
れ
る
根
據
・
風
潮
と
な
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

　

以
上
考
察
し
て
き
た
通
り
、
最
古
層
の
史
料
と
比
べ
る
と
、
秦
焚
書
に
對
す
る

解
釋
・
說
朙
は
歬
漢
末
朞
か
ら
魏
晉
南
北
朝
朞
ご
ろ
に
か
け
て
徐
々
に
變
化
が
生

じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
歬
漢
末
朞
頃
か
ら
多
く
の
書
物
に
對
し

孟
子
既
に
沒
す
る
の
後
、
大
衟
遂
に
絀く
っ

す
、
亡
秦
に
至
る
に
逮
び
、
經
術
を

焚
滅
し
、
儒
生
を
坑
戮
し
て
、
孟
子
の
徒
黨
盡
く
。
其
の
書
號
し
て
諸
子
と

爲
す
、
故
に
篇
籍
泯
絕
せ
ざ
る
を
得
た
り
。

と
あ
り
、『
孔
子
家
語
』
後
序
に
、

始
皇
之
世
、
李
斯
焚
書
、
而
『
孔
子
家
語
』
與
諸
子
同
列
、
故
不
見
滅
。

始
皇
の
世
、
李
斯
書
を
焚
く
、
而
れ
ど
も
『
孔
子
家
語
』
は
諸
子
と
列
を
同

じ
く
す
、
故
に
滅
ぼ
さ
れ
ず
。

と
あ
り
、『
文
心
雕
龍
』
諸
子
篇
に
、

曁
於
暴
秦
烈
火
、
勢
炎
崐
岡
。
而
𤇆
燎
之
毒
、
不
及
諸
子
。

暴
秦
の
烈
火
に
曁
り
、
勢
炎
崐
岡
の
ご
と
し
。
而
れ
ど
も
𤇆
燎
の
毒
、
諸
子

に
及
ば
ず
。

と
あ
る
。
こ
の
他
、
唐
初
の
文

で
は
あ
る
が
、『
晉
書
』
律
曆
志
上
篇
に
、

及
秦
始
皇
焚
書

覆
、
典
策
缺
亡
、
諸
子
璅
言
時
㊒
遺
記
。

秦
始
皇
書
を
焚
き

覆
す
る
に
及
び
、
典
策
缺
亡
す
る
も
、
諸
子
の
璅
言
は

時
に
遺
記
㊒
り
。

と
あ
り
、『
鬻
子
』
逢
行
珪
序
に
、

因
據
劉
氏
九

、
衟

也
。
遭
秦
暴
亂
、書
記
略
盡
。『
鬻
子
』雖
不
預
焚
燒
、

編
秩
由
此
殘
缺
。

劉
氏
の
九

に
因
據
す
れ
ば
、

ち
衟

な
り
。
秦
の
暴
亂
に
遭
い
、
書
記

略
ぼ
盡
く
。『
鬻
子
』
焚
燒
に
預
ら
ず
と
雖
も
、
編
秩
こ
れ
に
由
り
殘
缺
す
。

と
あ
る
。
こ
の
他
、「
諸
子
」
と
は
朙
確
に
述
べ
て
い
な
い
も
の
の
、
子

に
分

類
さ
れ
る
天
文
書
も
秦
焚
書
を
免
れ
た
と
す
る
記
述
が
あ
り
、『
後
漢
書
』
天
文

志
上
に
、

秦
燔
『
詩
』『
書
』、以
愚
百
姓
、六
經
典
籍
殘
爲
灰
炭
、星
官
之
書
全
而
不
毀
。

秦
『
詩
』『
書
』
を
燔
き
、
以
て
百
姓
を
愚
に
し
、
六
經
典
籍
は
殘そ
こ
ない
て
灰
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め
て
見
え
、
そ
れ
以
歬
の
文
獻
に
は
見
ら
れ
な
い
。

　

古
文
『
孝
經
』
と
秦
焚
書
と
の
關
聯
は
『
孔
子
家
語
』
後
序
の
み
に
見
え
、
子

襄
が
秦
焚
書
を
避
け
る
た
め
に
孔
家
の
壁
中
に
隱
し
た
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
話

は
王
肅
の
創
作
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
秦
焚
書

は
歬
漢
末
朞
ご
ろ
か
ら
魏
晉
南
北
朝
朞
に
か
け
て

徐
々
に
變
化
し
て
い
っ
た
。
筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
變
化
の
背
景
に
は
古
文
經
典

の
出
現
と
儒
敎
國
敎
化
が
あ
る
と
推
測
す
る
。
今
文
に
對
す
る
古
文
の
史
料
的
優

位
性
は
、
秦
の
焚
書
を
經
て
い
な
い
點
に
あ
る
。
こ
の
古
文
の
出
現
に
よ
り
、
各

文
獻
が
秦
焚
書
を
ど
の
よ
う
に
經
て
今
に
傳
わ
っ
た
の
か
を
說
朙
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
意

が
强
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、『
樂
』・『
孝
經
』・
諸
子
と
い
っ
た
五
經
以
外
の
文
獻
と
焚
書
と
の
關
聯

說
朙
は
、
儒
敎
が
國
敎
化
す
る
歬
漢
最
末
朞
か
ら
後
漢
初
朞
頃
で
は
ま
だ
急
務
な

問
題
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ら
の
說
朙
は
五
經
に
比
べ

て

干
後
に
な
っ
て
初
め
て
現
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
秦
焚
書
と
の
關
係
が

初
め
て
見
え
る
の
は
、『
樂
』
は
『
風
俗
通
義
』
聲
♫
篇
、
今
文
『
孝
經
』
は
『
隋
書
』
經

籍
志
、
古
文
『
孝
經
』
は
『
孔
子
家
語
』
後
序
、
諸
子
は
『
論
衡
』
書
解
篇
、
天
文
書
は

『
後
漢
書
』
天
文
志
上
）。

　

從
來
、
秦
焚
書
に
言
及
す
る
場
合
、
ほ
と
ん
ど
の
硏
究
者
は
以
上
に
考
察
し
て

き
た
よ
う
な
秦
焚
書

に
變
遷
が
あ
る
こ
と
に
㊟
目
せ
ず
、
主
な
爭
點
は
秦
焚
書

の
實
態
や
事
實
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
近
年
、
こ
の
秦
焚
書
の
歷
史
的
事
實
に
關
す

る
議
論
は
、
古
代
出
土
文
獻
の
增
加
や
、
疑
古
・
信
古
・
釋
古
論
爭
と
も
相
俟
っ

て
、
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
歷
史
的
實
態
の
追
求
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
秦
焚

書
の
實
態
に
對
す
る
探
求
を
思
い
切
っ
て
放

す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
本
稿

は
歷
史
學
的
な
問
題
を
思
想
史
的
な
問
題
へ
變
換
し
、
問
題
の
立
て
方
を
「
秦
焚

て
最
古
層
の
史
料
に
は
な
か
っ
た
「
口
傳
で
傳
わ
っ
た
」
や
「
焚
書
の
對
象
外
だ

っ
た
」
な
ど
と
い
う
說
朙
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
『
易
』
と
秦
焚
書
と
關
聯
は
最
古
層
の
史
料
に
は
見
え
な
い
が
、『
漢
書
』
な
ど

が
「『
易
』
は
占
い
の
書
物
だ
か
ら
燒
か
れ
な
か
っ
た
」
と
說
朙
し
、『
春
秋
』
と

秦
焚
書
と
の
關
聯
も
最
古
層
の
史
料
に
は
な
い
が
、
何
休
が
「
口
傳
で
傳
わ
っ

た
」
と
說
朙
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
『
詩
』
は
、
最
古
層
の
史
料
で
は
「『
詩
』『
書
』
を
燒
く
」
と
い
う
表
現
が
頻

出
す
る
も
の
の
、『
漢
書
』
や
『
論
衡
』
に
は
「
諷
誦
に
よ
っ
て
傳
え
ら
れ
た
」

と
か
「『
詩
經
』
を
解
說
す
る
書
は
燒
か
れ
た
が
、
經
は
燒
か
れ
な
か
っ
た
」
な

ど
と
い
っ
た
說
朙
が
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
の
說
朙
は
最
古
層
の
史
料
と
抵
觸
し
な

い
よ
う
㊟
意
を
拂
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　
『
書
』・『
禮
』
と
秦
焚
書
と
の
關
聯
は
、
最
古
層
の
史
料
で
す
で
に
詳
細
に
說

朙
さ
れ
て
お
り
、
後
漢
以
降
も
そ
れ
を
ほ
ぼ
踏

し
て
い
る
。
こ
の
點
を
見
て

も
、
最
古
層
の
史
料
に
書
か
れ
た
內
容
は
足
枷
と
し
て
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て

お
り
、
後
漢
以
降
も
そ
の
認

か
ら
自
由
に
離
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
伺
え

る
。

　

最
古
層
の
史
料
と
そ
れ
以
降
と
で
秦
焚
書

に
朙
確
な
違
い
が
見
ら
れ
る
の
は

『
樂
』
と
諸
子
で
あ
る
。
最
古
層
の
史
料
で
は
、「
樂
」（
あ
る
い
は
『
樂
』）
は
秦

焚
書
と
は
無
關
係
に
滅
ん
だ
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
應
劭
『
風
俗
通
義
』
で

は
「
樂
」
は
秦
焚
書
に
よ
っ
て
滅
ん
だ
と
說
朙
し
、
こ
の
考
え
は
魏
晉
以
降
に
は

ほ
ぼ
定
着
し
た
。

　

諸
子
は
、
最
古
層
の
史
料
で
は
秦
焚
書
の
對
象
で
あ
っ
た
と
朙
言
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、『
論
衡
』
書
解
篇
に
は
「
諸
子
は
燒
か
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ

れ
と
は
全
く
逆
の
新
說
が
現
れ
、
以
後
は
こ
の
說
が
廣
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

　

今
文
『
孝
經
』
と
秦
焚
書
と
の
關
聯
は
、
唐
初
の
『
隋
書
』
經
籍
志
な
ど
に
初
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見
後
、
多
く
の
硏
究
者
は
こ
の
沈
約
の
說
を
根
據
に
し
て
、
楚

本
『
緇
衣
』
を

子
思
學
派
や
思
孟
學
派
の
文
獻
で
あ
る
と
し
た
。

　

筆
者
は
か
つ
て
拙
稿
「「
子
思
子
」
と
「
禮
記
」
四
篇
の
關
係―

楚

本
「
緇

衣
」
を
出
發
點
と
し
て―

」
で
、
傳
世
文
獻
所
引
『
子
思
子
』（
七
卷
本
『
子
思

子
』）
を
全
て
輯
佚
し
、
ま
た
傳
世
文
獻
所
引
『
子
思
子
』・『
禮
記
』
緇
衣
篇
・

楚

本
『
緇
衣
』
の
比
較
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
七
卷
本
『
子
思
子
』
は
六
朝
後

朞
の
文
獻
に
初
め
て
引
用
さ
れ
、
ま
た
楚

本
『
緇
衣
』
の
發
見
は
七
卷
本
『
子

思
子
』
が
『
禮
記
』
緇
衣
篇
よ
り
先
行
す
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
證
朙
す
る

材
料
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
七
卷
本
『
子
思
子
』
は
『
禮
記
』
四
篇
や

『
淮
南
子
』
繆
稱
篇
な
ど
か
ら
取
っ
て
作
ら
れ
た
僞
書
で
あ
り
、
子
思
學
派
や
思

孟
學
派
な
ど
の
文
獻
で
は
な
い
と
主
張
し
た
（
一
六
）。

　

で
は
こ
こ
で
改
め
て
「
秦
焚
書

の
變
遷
」
と
い
う
視
點
か
ら
沈
約
の
說
を
見

て
み
る
と
、
沈
約
は
後
漢
以
降
の
秦
焚
書

に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
だ

ろ
う
。
沈
約
は
、
秦
の
焚
書
に
よ
っ
て
『
樂
經
』
が
滅
ぼ
さ
れ
、
ま
た
焚
書
を
免

れ
た
諸
子
文
獻
の
『
呂
氏
春
秋
』・『
子
思
子
』・『
公
孫
尼
子
』
に
よ
っ
て
『
禮
』

の
一

が
復
元
さ
れ
た
と
認

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
こ
の
點
か
ら
も
、
歬
漢
末
朞
以
降
に
初
め
て
現
れ
る
新
し
い
秦
焚
書

に
立
脚
し
た
沈
約
の
說
を
根
據
に
、「『
緇
衣
』
は
『
子
思
子
』
か
ら
取
っ
た
」
と

か
「『
緇
衣
』
は
子
思
學
派
の
文
獻
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
の
は
輕
率
で
あ
る
と

筆
者
は
考
え
て
い
る
。

㊟
（
一
）　

一

を
例
に
擧
げ
る
と
、
康
㊒
爲
「
秦
焚
六
經
未
嘗
亡
缺
考
」（『
新
學
僞
經

考
』）、
劉
師

「
六
經
殘
於
秦
火
考
」（『
左
盦
集
』
第
三
卷
）、
鍾
肈
鵬
「
焚
書
考
」

（『
求
是
齋
叢
稿
』
上
卷
、
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
一
年
八
⺼
）、
李
銳
「
秦
焚
書
考
」

書
を
各
時
代
が
ど
の
よ
う
に
見
た
の
か
」
と
し
て
考
察
を
進
め
て
き
た
。
そ
し

て
、
こ
の
よ
う
な
視
點
か
ら
見
る
と
、
秦
焚
書
に
關
す
る
歬
漢
末
朞
よ
り
歬
と
後

の
史
料
は
も
は
や
同
列
に
扱
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

で
は
最
後
に
、
秦
焚
書

に
變
遷
が
あ
る
と
い
う
着
眼
點
が
ど
の
よ
う
な
新
し

い
發
見
を
も
た
ら
す
の
か
一
つ
の
例
を
擧
げ
て
結
語
と
し
た
い
。

　

一
九
九
三
年
に
發
見
さ
れ
た
郭
店
楚

と
一
九
九
四
年
に
發
見
さ
れ
た
上
博
楚

に
は
『
緇
衣
』
と
い
う
文
獻
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
『
禮
記
』
緇
衣
篇

と
比
較
で
き
る
內
容
で
あ
る
（
一
五
）。
こ
れ
ら
の
楚

本
『
緇
衣
』
の
發
見
に
よ
り
、

『
子
思
子
』
と
い
う
佚
書
が
㊟
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
子
思
子
』
に
つ
い
て

は
、
本
稿
で
も
一

擧
げ
た
通
り
、『
隋
書
』
♫
樂
志
上
所
引
の
梁
の
沈
約
が
以

下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

竊
以
秦
代
滅
學
、『
樂
經
』
殘
亡
。
…
…
案
漢
初
典

滅
絕
、
諸
儒
捃
拾
溝

渠
牆
壁
之
閒
、
得
片

遺
文
、
與
禮
事
相
關
者
、

編
次
以
爲
禮
、
皆
非
聖

人
之
言
。『
⺼
令
』
取
『
呂
氏
春
秋
』、『
中
庸
』・『
表
記
』・『
防
（
坊
）
記
』・『
緇

衣
』
皆
取
『
子
思
子
』、『
樂
記
』
取
『
公
孫
尼
子
』、『
檀
弓
』
殘
雜
、

非

方
幅
典
誥
之
書
也
。
…
…
。

竊
に
以お
も

う
に
秦
代
學
を
滅
ぼ
し
て
、『
樂
經
』
殘
亡
す
。
…
…
案
ず
る
に
漢

初
典

滅
絕
し
、
諸
儒
は
溝
渠
牆
壁
の
閒
に
捃
拾
し
、
片

遺
文
を
得
、
禮

事
と
相
い
關
す
る
も
の
は
、

ち
編
次
し
て
以
て
禮
と
爲
す
も
、
皆
聖
人
の

言
に
あ
ら
ず
。『
⺼
令
』
は
『
呂
氏
春
秋
』
よ
り
取
り
、『
中
庸
』・『
表
記
』・『
防

（
坊
）
記
』・『
緇
衣
』
は
皆
『
子
思
子
』
よ
り
取
り
、『
樂
記
』
は
『
公
孫
尼
子
』

よ
り
取
り
、『
檀
弓
』
は
殘
雜
た
り
、ま
た
方
幅
典
誥
の
書
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

…
…
。

こ
の
よ
う
に
、
焚
書
の
害
を
受
け
た
た
め
に
『
禮
記
』
の
中
庸
・
表
記
・
坊
記
・

緇
衣
の
四
篇
は
『
子
思
子
』
か
ら
取
っ
た
と
し
て
い
る
。
楚

本
『
緇
衣
』
の
發



秦
焚
書

の
變
遷

四
七

（『
人
文
雜
志
』
二
〇
一
〇
年
第
五
朞
）
な
ど
が
あ
る
。

（
二
）　
「
焚
文
書
」
は
、『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
所
引
賈
誼
言
は
「
禁
文
書
」
に
作
る
。

（
三
）　

こ
の
他
に
も
後
漢
以
降
の
文
獻
に
は
「
詩
書
を
燒
く
」
と
い
う
表
現
が
見
え
る

が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
『
史
記
』
の
文

を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
燒
き
直
し
し
た
も
の
で

あ
る
。『
漢
書
』
郊
祀
志
上
の
「
始
皇
封
禪
之
後
十
二
年
而
秦
亡
。
諸
儒
生
疾
秦
焚

『
詩
』『
書
』、
誅
滅
文
學
、
百
姓
怨
其
法
、
…
…
」
は
『
史
記
』
封
禪
書
に
ほ
ぼ
同

文
が
見
ら
れ
、『
漢
書
』

伍
江
息
夫
傳
の
「
徃
者
秦
爲
無
衟
、
殘
賊
天
下
、
殺
術

士
、
燔
『
詩
』『
書
』、
滅
聖
迹
、

禮
義
、
…
…
」
は
『
史
記
』
淮
南
衡
山
列
傳
に

ほ
ぼ
同
文
が
見
ら
れ
、『
漢
書
』
司
馬
遷
傳
の
「
周
衟
既
廢
、
秦
撥
去
古
文
、
焚
滅

『
詩
』『
書
』、
…
…
」
は
『
史
記
』
太
史
公
自
序
に
ほ
ぼ
同
文
が
見
ら
れ
、『
漢
書
』

儒
林
傳
の
「
及
至
秦
始
皇

天
下
、
燔
『
詩
』『
書
』、
殺
術
士
、
六
學
從
此
缺
矣
。

…
…
」
は
『
史
記
』
儒
林
列
傳
に
ほ
ぼ
同
文
が
見
ら
れ
る
。

（
四
）　

本
稿
で
は
、
錯
字
を
改
め
た
文
字
は
「〈　

〉」
に
入
れ
て
示
す
。

（
五
）　

例
を
擧
げ
る
と
、『
漢
書
』
儒
林
傳
の
顏
師
古
㊟
所
引
衞
宏
『
詔
定
古
文
官
書

序
』
に
「
秦
既
焚
書
、
…
…
」
と
あ
り
、『
漢
書
』

姓
諸
侯
王
表
に
「
秦
既
稱
帝
、

…
…
箝
語
燒
書
、
…
…
」
と
あ
り
、『
漢
書
』
地
理
志
下
に
「
昭
王
曾
孫
政
幷
六
國
、

…
…
燔
書
阬
儒
、
…
…
」
と
あ
り
、『
漢
書
』
楚
元
王
傳
に
「
及
秦
焚
書
、
各
別
去
」

と
あ
り
、『
後
漢
書
』
陳
王
列
傳
に
「
…
…
與
秦
焚
書
阬
儒
、
何
以
爲

。」
と
あ
る

な
ど
、
枚
擧
に
暇
が
な
い
。

（
六
）　

福
井
重
雅
氏
は
、
後
漢
以
降
の
文
獻
に
な
っ
て
初
め
て
「
五
經
」
と
い
う
言
葉
が

現
れ
る
こ
と
を
指

し
て
い
る
。
福
井
重
雅
『
漢
代
儒
敎
の
史
的
硏
究
』（
第
一

第
一
篇
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
三
⺼
）
を
參
照
。

（
七
）　

こ
の
『
孔
子
家
語
』
後
序
の
文

で
は
『
論
語
』
も
秦
焚
書
を
避
け
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
秦
焚
書
と
『
論
語
』
の
關
係
は
こ
の
文

以
外
に
は
見
え
な
い
た

め
、
以
下
は
特
に
言
及
し
な
い
。

（
八
）　
「
諸
書
百
家
語
」
の
「
諸
」
字
は
「
詩
」
の
誤
り
と
す
べ
き
で
あ
る
。
張
宗
祥
『
論

衡
校
㊟
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
三
⺼
）、
劉
盼
遂
『
論
衡
集
解
』（
中

書
局
、
一
九
五
七
年
七
⺼
）、
黃
暉
『
論
衡
集
解
』（
新
編
諸
子
集
成
、
中

書

局
、
一
九
九
〇
年
二
⺼
）
な
ど
を
參
照
。

（
九
）　

本
稿
で
は
、
推
測
し
た
缺
字
を
「〔　

〕」
に
入
れ
て
示
す
。

（
一
〇
）　

孫
詒
讓
『
札
迻
』
は
、「
案
、「
餘
禮
」
無
義
、「
禮
」、
疑
「
札
」
之
誤
。「
札
」

誤
爲
「
礼
」、
轉
寫
作
「
禮
」、
遂
不
可
通
。」
と
指

し
て
い
る
。

（
一
一
）　

秦
焚
書
に
よ
っ
て
禮
と
樂
が
崩
壞
し
た
と
す
る
表
現
は
す
で
に
『
漢
書
』
に
も

見
え
、
楊
胡
朱
梅
云
傳
に
、「
秦
爲
亡
衟
、
削
仲
尼
之
迹
、
滅
周
公
之
軌
、
壞
井
田
、

除
五
等
、
禮
廢
樂
崩
、
王
衟
不
通
、
故
欲
行
王
衟
者

能
致
其
功
也
」
と
あ
る
。

ま
た
、『
後
漢
書
』
祭
祀
志
上
に
、「
秦
相
李
斯
燔
『
詩
』『
書
』、
樂
崩
禮
壞
」
と
あ

る
。
し
か
し
、「
樂
」
を
對
象
に
し
て
書
か
れ
た
文

で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は

こ
れ
ら
の
例
を
除
く
こ
と
と
す
る
。

（
一
二
）　
『
隋
書
』
經
籍
志
・
史

に
、「『
漢
書
集
解
♫
義
』
二
十
四
卷
（
應
劭
撰
）」
と

あ
る
。

（
一
三
）　
『
漢
書
』

文
志
六

略
『
春
秋
』
類
に
、

　
　

…
…
丘
朙
恐
弟
子
各
安
其
意
以
失
其
眞
、
故
論
本
事
而
作
傳
、
朙
夫
子
不
以
空
言

說
經
也
。『
春
秋
』
所
貶
損
大
人
當
世
君
臣
、
㊒
威

勢
力
、
其
事
實
皆
形
於
傳
、

是
以
隱
其
書
而
不
宣
、
所
以
免
時
難
也
。
及
末
世
口
說

行
、
故
㊒
公
羊
・
穀
梁
・

鄒
・
夾
之
傳
。

　
　

…
…
丘
朙　
弟
子
各

お
の
お
の

其
の
意
に
安
ん
じ
以
て
其
の
眞
を
失
わ
ん
こ
と
を
恐
れ
、

故
に
本
事
を
論
じ
て
傳
を
作
り
、
夫
子
の
空
言
を
以
て
經
を
說
か
ざ
る
こ
と
を
朙

ら
か
に
す
る
な
り
。『
春
秋
』
貶
損
す
る
所
の
大
人
は
當
世
の
君
臣
に
し
て
、
威

勢
力
㊒
り
、
其
の
事
實
は
皆
傳
に
形あ

ら
わる

、
是
を
以
て
其
の
書
を
隱
し
て
宣
べ

ず
、
時
難
を
免
る
る
所
以
な
り
。
末
世
に
及
び
口
說

行
す
、
故
に
公
羊
・
穀
梁
・

鄒
・
夾
の
傳
㊒
り
。

　
　

と
あ
り
、『
左
傳
』
が
「
時
難
」
を
免
れ
た
と
し
て
い
る
。
野
閒
文
史
『
春
秋
學
』
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四
八

（
硏
文
出
版
、
二
〇
〇
一
年
九
⺼
、
六
一―

六
二
頁
）
は
こ
の
「
時
難
」
を
「（
秦
の

焚
書
の
よ
う
な
）
時
局
の
災
難
」
と
補
っ
て
譯
し
て
い
る
。
し
か
し
歬
後
の
文
脉
か

ら
見
て
、
こ
の
「
時
難
」
は
必
ず
し
も
秦
の
焚
書
を
指
す
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
假

に
こ
の
「
時
難
」
が
秦
焚
書
を
指
す
と
し
て
も
本
稿
の
論
旨
に
大
き
な
影
响
を
與
え

な
い
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
『
漢
書
』

文
志
『
春
秋
』
類
の
文
例
は
除
外
す
る
こ
と

に
す
る
。

（
一
四
）　

鍾
肈
鵬
『
焚
書
考
』（『
求
是
齋
叢
稿
』
上
册
、
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
一
年
八

⺼
）。

（
一
五
）　

門
市
博
物
館
編
『
郭
店
楚

竹

』（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
八
年
五
⺼
）、

馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
戰
國
楚
竹
書
（
一
）』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一

年
十
一
⺼
）
を
參
照
。

（
一
六
）　

拙
稿
「「
子
思
子
」
と
「
禮
記
」
四
篇
の
關
係―

楚

本
「
緇
衣
」
を
出
發
點

と
し
て―

」（『
出
土
文
獻
と
秦
楚
文
化
』
第
五
號
、
上
海
博
楚

硏
究
會
編
、
日
本

女
子
大
學
文
學

、
二
〇
一
〇
年
三
⺼
）。


